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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

第60期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 93,704 47,896 202,260

経常利益（百万円） 8,759 3,456 28,665

四半期(当期)純利益（百万円） 4,478 1,604 15,975

純資産額（百万円） － 130,913 131,761

総資産額（百万円） － 167,288 174,270

１株当たり純資産額（円） － 1,411.54 1,388.52

１株当たり四半期(当期)純利益

金額（円）
47.95 17.23 165.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益金額（円）
47.51 17.15 161.99

自己資本比率（％） － 77.1 74.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,728 － 14,155

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△5,230 － △13,454

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,771 － △13,131

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高（百万円）
－ 11,795 17,916

従業員数（人） － 4,184 3,864

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数は、パートタイマー、アルバイト及び労働契約の従業員を含めた人数にて、記載しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金又は
出資金

主要な事業
の内容

　議決権の
所有割合(％) 関係内容

(連結子会社) 　  　  　

モリセイキ CANADA,

 LTD.　

カナダ

 オンタリオ州　

500千　

カナダドル　

当社製品の販売

及びサービス　

100

(100)

当社製品の販売会社　

 役員兼任　

 　当社役員　３名　

　（注）「議決権の所有割合」欄の(内書)は、間接所有であります。

　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 4,184　[684]

　（注）１　従業員数は、パートタイマー、アルバイト及び労働契約の従業員を含めた人数にて、記載しております。

２　従業員数欄の[外書]は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間における平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、派遣社員等を含めております。

(2) 提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 2,903　[662]

　（注）１　従業員数は、パートタイマー、アルバイト及び労働契約の従業員を含めた人数にて、記載しております。

２　従業員数には、子会社等への出向者（178名）を含めております。

３　従業員数欄の[外書]は、臨時従業員の当第２四半期会計期間における平均雇用人員であります。

４　臨時従業員には、派遣社員等を含めております。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を品名別に示すと、次の通りであります。

品名 金額（百万円）

マシニングセンタ 18,552

数値制御装置付旋盤 17,957

複合加工機 3,988

研削盤 1,954

合計 42,451

　（注）１　上記金額は、販売価格によっております。

２　パーツ等は、各品名に含んで表示しております。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における商品仕入については、該当するものがありません。

　

(3) 受注実績

　当社は受注見込みによる生産方式をとっておりますので、受注の状況の記載を省略しております。

(4) 販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を品名別に示すと、次の通りであります。

品名 金額（百万円）

マシニングセンタ 19,396

数値制御装置付旋盤 18,018

複合加工機 3,971

研削盤 1,786

パーツ 3,256

サービス 816

部品加工 224

その他 425

合計 47,896

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の通りであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高
（百万円）

割合（％）

株式会社山善 4,952 10.3

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　当第２四半期連結会計期間における財政状態及び経営成績の分析は以下の通りであります。文中の将来に関する事

項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　　米州では、サブプライムローン問題の影響による米国製造業の設備投資の減少が懸念されておりましたが、航空機、

石油、医療機器関連が牽引し、底堅い受注が続きました。また、小型自動車関連の増産対応や、内製化に伴う引き合い

が増加しております。

　　欧州では、特に航空機関連向けに需要は旺盛でしたが、サブプライムローン問題の影響による金融機関の融資審査

の厳格化により、受注までに多くの時間を要する状況になっております。

　　　　アジアにおきましては、金型関連向けに需要が減少したこと、また、中国における金融引き締め政策の影響によ

　　　り設備投資意欲が冷え込みましたが、シンガポール、インドネシアの石油産業やオーストラリアの鉱山用機械、工

　　　具関連は堅調であり、今後の受注が期待されております。

　　　　その他のエマージング市場におきましては、なかでもロシアは石油や発電などのエネルギー及び建設機械関連、　　

　　　インド、トルコでは自動車関連向けに堅調な受注状況が続きました。今後もコスト削減に取り組むため、高精度部

　　　品の生産を求められている欧米系の自動車、建設などの産業機械の輸出企業からの需要は増えていくものと考えて

　　　おります。

　　国内では、自動車、一般機械、精密機械、金型関連向けに需要が減少しましたが、航空機、建設機械関連向けに受注は

高い水準で推移しました。今後は環境、エネルギー関連の需要が強くなってくるものと考えております。

　　このように急速に変化している市場環境下において当社グループでは、航空機、石油・エネルギー、建設機械関連に

おける大型で生産性の高い工作機械に対する旺盛な需要に応えるために、大型機の開発、改良に注力しております。

その成果の一端として、長尺・大径ワーク対応の高精度・高効率複合加工機NT6600 DCG、立形マシニングセンタ

MV-1003Lを開発、また、中・大型の横形マシニングセンタであるNH6300 DCG Ⅱ、NH8000 DCG Ⅱのフルモデル

チェンジを行い、受注を開始しております。また、営業面におきましては、工作機械の需要が拡大基調にあるカナダ

に現地法人を設立しました。今後とも引き続き需要の旺盛な地域への新規出店や拠点拡充を行うとともに、顧客の

規模、業種、需要を徹底的に分析し、効果的かつ積極的な販売活動を継続的に展開して参ります。

　　　　平成20年４月より３年間を実行期間とする第二次中期経営計画「PQR555」がスタートしております。「PQR555」

　　　では、連結売上高を日本工作機械工業会発表の工作機械受注総額に対するシェアにおいて15％とすること、BRICs

　　　市場における年間成長率25％の達成、また、さらなる収益構造の強化を図るため連結売上原価率55％、販売管理費

　　　率25％の達成を目指しております。また、P（人材の育成）、Q（品質の向上）、R（リスクマネジメントの確立）

　　　において高い品位を追求し、グローバル経営システムを確立することでグローバルワンを目指しております。

　　このような事業環境のもと、当社グループは下記の通りの業績を達成致しました。

　 　 当第２四半期連結会計期間

売上高 (百万円) 47,896

営業利益 (百万円) 4,980

経常利益 (百万円) 3,456

四半期純利益 (百万円) 1,604

　　なお、連結会社の所在地別セグメントの業績を示しますと、売上高は日本では22,972百万円、米州では9,542百万円、

欧州では14,231百万円、アジア・オセアニアでは1,149百万円となっており、営業損益は日本では5,292百万円の営業

利益、米州では228百万円の営業損失、欧州では565百万円の営業利益、アジア・オセアニアでは168百万円の営業損

失となっております。
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(2) キャッシュ・フローの状況

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　 　 当第２四半期連結会計期間

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 2,273

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △2,651

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,789

現金及び現金同等物の増減額

（△は減少額）
(百万円) △2,631

現金及び現金同等物の四半期末残高 (百万円) 11,795

　　　　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ2,631百万円減少し、

11,795百万円となりました。

　　　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。

　　　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

  　　増加要因としては、税金等調整前四半期純利益3,242百万円、為替差損2,260百万円等により、減少要因とし

　　ては、たな卸資産の増加2,289百万円、未払金の減少2,280百万円等により、結果として2,273百万円の増加と

　　なりました。

　　　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　　　有形固定資産の取得による支出1,670百万円、無形固定資産の取得による支出710百万円等により、2,651百

　　万円の減少となりました。

　　　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　　　増加要因としては、短期借入金の増加額1,898百万円により、減少要因としては、自己株式の取得による支

　　出3,278百万円、配当金の支払額417百万円等により、結果として1,789百万円の減少となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

　　当第２四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費の総額は1,446百万円であります。

　　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　　　　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

　　　等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

　　　画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 157,550,000

計 157,550,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 96,475,312 96,475,312

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

―

計 96,475,312 96,475,312 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法

に基づき発行された新株予約権付社債の権利行使を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

①　新株予約権

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

株主総会の特別決議日（平成16年６月25日）

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 1,729　(注) １

新株予約権のうち自己新株予約権の数 　　　　 ――

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 172,900　(注) ３

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり957円　(注) ２

新株予約権の行使期間 平成18年７月１日から平成21年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　　　957円

資本組入額　　　479円

新株予約権の行使の条件

新株予約権者は、本件新株予約権の行使時において、当社又

は当社子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にあ

ることを要する。

但し、任期満了による退任、定年退職等その他正当な理由の

ある場合はこの限りではない。

その他の条件は、本総会の決議及び新株予約権発行の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ――

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う場

合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新株式発行前の時価

既発行株式数＋新規発行株式数

３　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権

利を喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。
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株主総会の特別決議日（平成17年６月29日）

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 12,956　(注) １

新株予約権のうち自己新株予約権の数          ――

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,295,600　(注) ３

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり1,259円　(注) ２

新株予約権の行使期間 平成19年７月１日から平成22年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　　　1,259円

資本組入額　　　　630円

新株予約権の行使の条件

新株予約権者は、本件新株予約権の行使時において、当社又

は当社子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にあ

ることを要する。

但し、任期満了による退任、定年退職等その他正当な理由の

ある場合はこの限りではない。

また、当社外部のコンサルタントについては、当該コンサル

タントと当社との契約が継続していることを要する。

その他の条件は、本総会の決議及び新株予約権発行の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ――

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う場

合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新株式発行前の時価

既発行株式数＋新規発行株式数

３　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権

利を喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。
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　　　　会社法に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

株主総会の特別決議日（平成20年６月18日）

　
　第２四半期会計期間末現在
　（平成20年９月30日）

新株予約権の数（個） 41,320　(注) １　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　――

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　

新株予約権の目的となる株式の数（株） 4,132,000　(注) ３　

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり1,563円　(注) ２　

新株予約権の行使期間  平成22年７月１日から平成25年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額

 発行価格　　　1,737円

 資本組入額　　　869円

新株予約権の行使の条件

 新株予約権者は、本件新株予約権の行使時において、当社

 又は当社子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位に

 あることを要する。

 但し、任期満了による退任、定年退職等その他正当な理由

 のある場合はこの限りではない。

その他の条件は、本総会の決議及び新株予約権発行の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する

「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ――　

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――　

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

　　　　２　新株予約権発行後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整

　　　　　　により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

　　　　　　また、時価を下回る価額で新株式の発行（新株予約権の行使により新株式を発行する場合を除く）を行う

　　　　　　場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新株式発行前の時価

既発行株式数＋新規発行株式数

３　新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株発行予定数から、退職等の理由により権

利を喪失した者の新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

　

②　2012年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債（平成17年６月13日発行）

　旧商法に基づき発行した新株予約権付社債は、次の通りであります。

　
第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権付社債の残高（百万円） 2,583

新株予約権の数（個） 2,583

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ――

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,909,412

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり1,366.3円　(注) １ (注) ２
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第２四半期会計期間末現在
（平成20年９月30日）

新株予約権の行使期間 平成17年６月27日から平成24年５月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額

発行価格　　　　1,366.3円

資本組入額　　　　　684円

新株予約権の行使の条件 各新株予約権の一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項 該当事項なし。

代用払込みに関する事項

新株予約権を行使しようとする者の請求があるときは、そ

の新株予約権が付された社債の全額の償還に代えて新株予

約権の行使に際して払込をなすべき額の全額の払込があっ

たものとする。また、新株予約権が行使されたときは、当該

請求があったものとみなす。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ――

　（注）１　新株予約権１個の行使に際して払込みをなすべき額は、各社債の発行価額と同額と致します。

２　転換価額は、本新株予約権付社債の発行後、当社が当社普通株式の時価を下回る価額で当社普通株式を発行し

又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合には、次の算式により調整されます。なお、次の算式におい

て、「既発行株式数」は当社の発行済普通株式（当社が保有するものを除く。）の総数をいいます。

　
既発行株式数＋

発行又は処分株式数×１株当たりの発行又は処分価額

調整後転換価額＝調整前転換価額×
時価

既発行株式数＋発行又は処分株式数

また、転換価額は、当社普通株式の分割又は併合、当社普通株式の時価を下回る価額をもって当社普通株式の

発行又は移転を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されるものを含む。）の発行が行われる場合

その他一定の事由が生じた場合にも適宜調整されます。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
　増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
― 96,475,312 ― 32,698 ― 45,429
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号　 5,581 5.79

株式会社森精機製作所 奈良県大和郡山市北郡山町106番地　 5,037 5.22

森　　雅彦 奈良県奈良市　 4,615 4.78

日本マスタートラスト

信託銀行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号　 4,206 4.36

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,077 3.19

株式会社南都銀行 奈良県奈良市橋本町16番地　 2,920 3.03

森　　智恵子 奈良県奈良市　 2,287 2.37

ザ チェースマンハッタンバンク

３８５０３６

（常任代理人　株式会社みずほ

　コーポレート銀行）

360 N.CRESCENT DRIVE BEVERLY H

ILLS,

CA 90210 U.S.A

（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

2,000 2.07

森　　優 奈良県奈良市　 1,822 1.89

エバーグリーン ノミニーズリミ

テッド トラスティーアカウント

（常任代理人　株式会社三菱東京

　ＵＦＪ銀行）

24 MONUMENT STREET LONDO

N EC3R 8AJ

THE UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内２丁目７番１号）

1,280 1.33

計 － 32,828 34.03

　（注）１　上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次の通りであります。

　　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　5,209千株

　　　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　3,238千株

　　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４Ｇ）　3,077千株

　

 　　　 ２　第１四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エル

　　　　　　エルシーから平成20年５月９日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年４月30日現在でそれぞれ

　　　　　　以下の通り株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当

　　　　　　社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

フィデリティ投信

株式会社　

東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

城山トラストタワー　
2,566,100 2.66

エフエムアール

エルエルシー　

82 Devonshire Street, Boston,

Massachusetts 02109, USA　
2,771,600 2.87
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式

(その他)
― ― ―

完全議決権株式

(自己株式等)

(自己保有株式）

普通株式　　　5,037,400
― ―

(相互保有株式)

普通株式 　　　　58,700
― ―

完全議決権株式

(その他)
普通株式 　　91,307,900 913,079 ―

単元未満株式 普通株式 　　　　71,312 ― ―

発行済株式総数 96,475,312 ― ―

総株主の議決権 ― 913,079 ―

　（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株、相互保有株式70株が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

 株式会社森精機製作所

奈良県大和郡山市

北郡山町106番地
5,037,400 ― 5,037,400 5.22

(相互保有株式)

 株式会社渡部製鋼所

島根県出雲市

大津町1378番地
58,700 ― 58,700 0.06

計 ― 5,096,100 ― 5,096,100 5.28
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,940 2,090 2,210 1,830 1,580 1,417

最低（円） 1,741 1,804 1,790 1,517 1,400 1,133

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次の通りであります。

役職の異動 　

役名 新職名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長
営業本部長 兼

マーケティング担当
－ 森　雅彦 平成20年10月１日

取締役副社長

開発・製造本部長(開発担当) 兼 

開発管理部ゼネラルマネージャー

　

営業本部長 兼

マーケティング担当 兼

中国・アジア・重要顧客担当

平元　一之　 平成20年10月１日　

常務取締役
品質本部管掌 兼

管理本部購買部管掌
開発・製造本部長(開発担当)　 高山　直士 平成20年10月１日

常務取締役　

奈良事業所長 兼

森精機テクノ

ゼネラルマネージャー 兼

森精機興産

ゼネラルマネージャー

奈良事業所長 兼

森精機テクノ

ゼネラルマネージャー　

中田　拓　 平成20年９月１日

取締役

開発・製造本部副本部長

(開発担当) 兼　

NH部ゼネラルマネージャー

開発・製造本部副本部長 兼

NH部ゼネラルマネージャー　
杉本　好昭 平成20年10月１日

取締役

　開発・製造本部副本部長 兼

千葉事業所長 兼

千葉機械部

ゼネラルマネージャー

開発・製造本部副本部長 兼

千葉事業所長
前田　憲秀　 平成20年10月16日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きによ

り、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,918 17,984

受取手形及び売掛金 30,831 38,427

商品及び製品 16,977 13,703

仕掛品 8,740 7,867

原材料及び貯蔵品 19,171 17,172

繰延税金資産 3,592 3,280

未収消費税等 577 711

その他 3,223 2,953

貸倒引当金 △128 △126

流動資産合計 94,905 101,976

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 25,649

※1
 25,448

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 8,573

※1
 8,152

土地 16,256 15,165

建設仮勘定 870 1,131

その他（純額） ※1
 4,032

※1
 3,911

有形固定資産合計 55,383 53,808

無形固定資産

のれん 1,084 1,012

その他 4,212 3,427

無形固定資産合計 5,297 4,439

投資その他の資産

投資有価証券 9,574 11,541

長期前払費用 389 401

繰延税金資産 664 1,115

その他 1,073 987

投資その他の資産合計 11,702 14,045

固定資産合計 72,383 72,294

資産合計 167,288 174,270
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,446 11,517

短期借入金 2,498 696

未払金 6,091 6,962

未払費用 1,697 637

前受金 1,909 1,637

未払法人税等 5,043 11,623

未払消費税等 10 42

繰延税金負債 122 79

製品保証引当金 2,013 1,555

役員賞与引当金 96 163

その他 750 2,237

流動負債合計 30,679 37,151

固定負債

新株予約権付社債 2,583 2,583

繰延税金負債 659 643

再評価に係る繰延税金負債 1,699 1,699

退職給付引当金 739 －

長期未払金 14 431

固定負債合計 5,695 5,357

負債合計 36,375 42,508

純資産の部

株主資本

資本金 32,698 32,698

資本剰余金 45,429 45,429

利益剰余金 58,700 56,750

自己株式 △7,937 △4,768

株主資本合計 128,891 130,109

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,358 1,570

繰延ヘッジ損益 △106 △1,026

土地再評価差額金 1,545 1,545

為替換算調整勘定 △2,647 △1,984

評価・換算差額等合計 148 104

新株予約権 576 369

少数株主持分 1,296 1,177

純資産合計 130,913 131,761

負債純資産合計 167,288 174,270
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 93,704

売上原価 54,536

売上総利益 39,167

販売費及び一般管理費 ※1
 29,285

営業利益 9,881

営業外収益

受取利息 83

受取配当金 130

持分法による投資利益 9

その他 182

営業外収益合計 405

営業外費用

支払利息 53

為替差損 1,078

支払手数料 70

その他 326

営業外費用合計 1,528

経常利益 8,759

特別利益

固定資産売却益 11

貸倒引当金戻入額 16

特別利益合計 27

特別損失

固定資産売却損 1

固定資産除却損 69

減損損失 14

投資有価証券評価損 175

その他の投資評価損 2

特別損失合計 264

税金等調整前四半期純利益 8,522

法人税、住民税及び事業税 4,151

法人税等調整額 △257

法人税等合計 3,893

少数株主利益 150

四半期純利益 4,478
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 47,896

売上原価 28,194

売上総利益 19,701

販売費及び一般管理費 ※1
 14,720

営業利益 4,980

営業外収益

受取利息 40

受取配当金 30

持分法による投資利益 5

その他 106

営業外収益合計 183

営業外費用

支払利息 45

為替差損 1,300

支払手数料 54

その他 306

営業外費用合計 1,707

経常利益 3,456

特別利益

固定資産売却益 1

貸倒引当金戻入額 5

特別利益合計 7

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 57

減損損失 14

投資有価証券評価損 145

その他の投資評価損 2

特別損失合計 221

税金等調整前四半期純利益 3,242

法人税、住民税及び事業税 2,066

法人税等調整額 △540

法人税等合計 1,526

少数株主利益 111

四半期純利益 1,604
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,522

減価償却費 3,290

固定資産売却損益（△は益） △9

固定資産除却損 69

減損損失 14

投資有価証券評価損益（△は益） 175

のれん償却額 214

株式報酬費用 207

持分法による投資損益（△は益） △9

投資その他の資産評価損 2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 96

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16

退職給付引当金の増減額（△は減少） 623

製品保証引当金の増減額（△は減少） 459

受取利息及び受取配当金 △213

支払利息 53

為替差損益（△は益） 968

売上債権の増減額（△は増加） 7,596

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,212

仕入債務の増減額（△は減少） △1,280

未収消費税等の増減額（△は増加） 133

未払消費税等の増減額（△は減少） △33

未払金の増減額（△は減少） △995

役員賞与の支払額 △163

その他 710

小計 13,205

利息及び配当金の受取額 223

利息の支払額 △51

法人税等の支払額 △10,648

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,728

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △56

投資有価証券の取得による支出 △50

関係会社株式の取得による支出 △140

有形固定資産の売却による収入 54

有形固定資産の取得による支出 △3,629

無形固定資産の取得による支出 △1,313

その他 △95

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,230
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,802

自己株式の処分による収入 71

自己株式の取得による支出 △3,280

配当金の支払額 △2,336

少数株主への配当金の支払額 △21

その他 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,771

現金及び現金同等物に係る換算差額 △208

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,482

現金及び現金同等物の期首残高 17,916

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 361

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 11,795
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1) 連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、株式会

社秋篠金型研究所、森精機興産株式会社、

モリセイキ

 MANUFACTURING (THAILAND) CO.,

 LTD. 及び TOBLER S.A.S. は重要性が増

したため、連結の範囲に含めております。

　当第２四半期連結会計期間から、新たに

設立したモリセイキ CANADA, LTD. を

連結の範囲に含めております。

(2) 変更後の連結子会社の数

 　　30社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

　たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、連結財務諸表提出会社

及び国内連結子会社は主として総平均法

による原価法、海外連結子会社は主とし

て先入先出法による低価法によっており

ましたが、第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、主として

総平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しております。

　この変更による当第２四半期連結累計

期間の損益への影響は、軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。

 (2) 「連結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

第１四半期連結会計期間より、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告　第18号　平成18年５月17日）を適用

し、連結決算上必要な修正を行っており

ます。

　この変更による当第２四半期連結累計

期間の損益への影響は、軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。

 

EDINET提出書類

株式会社森精機製作所(E01502)

四半期報告書

23/35



　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

  (3) リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりました

が、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号(平成５年６月17日

(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月

30日改正)）及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号(平成６年１月18日(日本公認

会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３

月30日改正)）が平成20年４月１日以後開

始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用できることになったこと

に伴い、第１四半期連結会計期間からこ

れらの会計基準等を適用し、通常の売買

取引に係る会計処理によっております。

また、当該取引に係るリース資産の減価

償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しております。

　また、リース取引開始日が適用初年度開

始前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、引き続き通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を採

用しております。

　この変更による当第２四半期連結累計

期間の損益への影響は軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

(有形固定資産の耐用年数の変更)

　当社及び国内連結子会社１社の機械装置の主なものについ

ては、従来、耐用年数を10年としておりましたが、第１四半期

連結会計期間より９年に変更しました。

　この変更は、平成20年度の法人税法改正を契機に、経済合理

性の観点から使用実態に合わせて耐用年数の見直しを行った

ことによります。

　この変更により、当第２四半期連結累計期間の売上総利益が

54百万円、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

は、それぞれ56百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載して

おります。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額  74,388百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 71,138百万円

　２　債務保証 　２　債務保証

販売先のリース料支払に対する

債務保証(㈱駒月他359件)
     2,176百万円

販売先のリース料支払に対する

債務保証(㈱駒月他375件)
2,339百万円

　３　当座貸越契約

連結財務諸表提出会社は、運転資金の効率的な調達

を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結し

ております。この契約に基づく当第２四半期連結会

計期間末の借入未実行残高は次の通りであります。

当座貸越極度額    45,000百万円

借入実行残高 2,000百万円　

差引額     43,000百万円

　３　当座貸越契約

連結財務諸表提出会社は、運転資金の効率的な調達

を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結し

ております。この契約に基づく当連結会計年度末の

借入未実行残高は次の通りであります。

 

当座貸越極度額 40,000百万円

借入実行残高 ― 

差引額 40,000百万円

　４　コミットメントライン契約

国内連結子会社１社は、運転資金の効率的な調達　

を行うため、取引銀行２行と貸出コミットメントラ

イン契約を締結しております。この契約に基づく当

第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は、次

の通りであります。

 貸出コミットメント限度額     1,200百万円 

 借入実行残高    498百万円 

 差引額    702百万円 

　

　４　コミットメントライン契約

国内連結子会社１社は、運転資金の効率的な調達　

を行うため、取引銀行２行と貸出コミットメントラ

イン契約を締結しております。この契約に基づく当

連結会計年度末の借入未実行残高は、次の通りであ

ります。

 貸出コミットメント限度額 1,200百万円 

 借入実行残高 696百万円 

 差引額 504百万円 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用のう

ち主要なものは以下の通りであります。

　

運賃      4,626百万円

販売促進費      2,551百万円

給料・賞与金      6,786百万円

退職給付費用    230百万円

減価償却費    1,179百万円

のれん償却額    214百万円

支払手数料      2,399百万円

研究開発費      2,836百万円

製品保証引当金繰入    461百万円

役員賞与引当金繰入   96百万円
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当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用のう

ち主要なものは以下の通りであります。

　

運賃      2,309百万円

販売促進費      1,430百万円

給料・賞与金      3,380百万円

退職給付費用    64百万円

減価償却費    614百万円

のれん償却額    101百万円

支払手数料      1,143百万円

研究開発費      1,446百万円

製品保証引当金繰入    186百万円

役員賞与引当金繰入   48百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）
 （百万

円）

現金及び預金勘定      11,918 

預入期間が３ヵ月を超える定期預金         △

 123 　

現金及び現金同等物      11,795 
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　

至平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　96,475千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　 5,057千株

　

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　576百万円（親会社　574百万円、子会社　2百万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月18日

定時株主総会
普通株式 2,344 25 平成20年３月31日 平成20年６月19日 利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

　　末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月28日

取締役会
普通株式 1,828 20 平成20年９月30日 平成20年12月１日 利益剰余金　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　当第２四半期連結会計期間末における自己株式の残高は、前連結会計年度末より3,168百万円増加し、7,937百

万円となっております。これは主に、平成20年６月18日開催の取締役会での決議に基づき、平成20年８月13日か

ら９月26日にかけて、3,276百万円の自己株式を市場買付により取得したためであります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　　当社企業グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して同種、同系列の工作

　機械を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　
日本

（百万円）
米州

（百万円）
欧州

（百万円）

アジア・
オセアニア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する

売上高
22,972 9,542 14,231 1,149 47,896 ― 47,896

(2) セグメント間の内部

売上高
21,432 231 423 339 22,425 (22,425) ―

計 44,404 9,773 14,655 1,488 70,322 (22,425) 47,896

営業利益又は

営業損失（△）
5,292 △228 565 △168 5,460 (479) 4,980

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　
日本

（百万円）
米州

（百万円）
欧州

（百万円）

アジア・
オセアニア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する

売上高
44,666 16,902 30,129 2,005 93,704 ― 93,704

(2) セグメント間の内部

売上高
41,308 570 990 695 43,564 (43,564) ―

計 85,975 17,472 31,119 2,701 137,268 (43,564) 93,704

営業利益又は

営業損失（△）
10,577 △153 959 △343 11,039 (1,157) 9,881

　（注）１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

米州………………………アメリカ、ブラジル、メキシコ

欧州………………………ドイツ、イギリス、フランス、イタリア、スペイン

アジア・オセアニア……シンガポール、台湾、中国、タイ、韓国、インドネシア、オーストラリア、

インド、マレーシア、トルコ

　　　　２　会計処理基準に関する事項の変更

　　　　　　(棚卸資産の評価に関する会計基準)

　　　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２． (1) に記載の通り、第１四

　　　　　　　半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

　　　　　　　を適用しております。

　　　　　　　　この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業損益への影響は、軽微であります。

　　　　　　(連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い)

　　　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２． (2) に記載の通り、第１四

　　　　　　　半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務

　　　　　　　対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。

　　　　　　　　この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業損益への影響は、軽微であります。なお、日本及び米

　　　　　　　州については、セグメント情報に与える影響はありません。
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　　　　　　(リース取引に関する会計基準の適用)

　　　　　　　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２． (3) に記載の通り、所有権

　　　　　　　移転外ファイナンス・リース取引については、第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基

　　　　　　　準」（企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正)）及び

　　　　　　　「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認

　　　　　　　会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正)）を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によ

　　　　　　　っております。また、当該取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数と

　　　　　　　し、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　　　　　　　　この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業損益への影響は、軽微であります。なお、日本以外に

　　　　　　　ついては、セグメント情報に与える影響はありません。

３　追加情報

　　　　　　(有形固定資産の耐用年数の変更)

　　「追加情報　(有形固定資産の耐用年数の変更)」に記載の通り、当社及び国内連結子会社１社の機械装

　置の主なものについては、従来、耐用年数を10年としておりましたが、第１四半期連結会計期間より９年

　に変更しました。

　　この変更により、従来の方法によった場合に比較して、日本における当第２四半期連結累計期間の営業

　利益は56百万円減少しております。なお、日本以外については、セグメント情報に与える影響はありませ

　ん。
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【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　 米州 欧州 アジア・オセアニア 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 10,393 14,296 6,286 30,976

Ⅱ　連結売上高（百万円）    47,896

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
21.7 29.9 13.1 64.7

　当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　 米州 欧州 アジア・オセアニア 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 19,301 30,195 11,862 61,359

Ⅱ　連結売上高（百万円）    93,704

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
20.6 32.2 12.7 65.5

　（注）１　海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

２　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

米州………………………アメリカ、ブラジル、カナダ、アルゼンチン、メキシコ

欧州………………………ドイツ、イギリス、イタリア、フランス、スペイン、オランダ、ノルウェー、

スウェーデン、デンマーク、スイス、フィンランド、スロベニア、チェコ、

ハンガリー、ポーランド、オーストリア

アジア・オセアニア……シンガポール、台湾、中国、タイ、インド、インドネシア、韓国、

オーストラリア、ニュージーランド、マレーシア、フィリピン、ベトナム、

トルコ、イスラエル、ロシア

　

（リース取引関係）

　　　　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

　取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結

　会計年度末に比べて著しい変動は認められません。

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものについて、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動は認められません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　　　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引について、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動は認めら

　　れません。
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（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

　１　ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　　　　　　売上原価　　　　　　　　36 百万円

　　　　　　　販売費及び一般管理費　  47 百万円

　

　　　　　２　当第２四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

会社名　  提出会社

付与対象者の区分及び人数

当社取締役　　　　　 16名　

 当社監査役　　　　　 ５名

 当社従業員　　　　　908名

 当社子会社の従業員　221名

株式の種類別のストック・オプションの付与数 普通株式　4,155,000株

付与日 平成20年９月17日　

権利確定条件
付与日(平成20年９月17日)から権利確定日(平成22年

６月30日)まで継続して勤務していること。　

対象勤務期間 平成20年９月17日～平成22年６月30日

権利行使期間 平成22年７月１日～平成25年６月30日　

権利行使価格  １株当たり　1,563円　

付与日における公正な評価単価  174円　

　

会社名　  株式会社太陽工機

付与対象者の区分及び人数

株式会社太陽工機の取締役　７名　

 株式会社太陽工機の監査役　２名

 株式会社太陽工機の従業員　38名

株式の種類別のストック・オプションの付与数 普通株式　50,400株　

付与日 平成20年７月25日　

権利確定条件
付与日(平成20年７月25日)から権利確定日(平成22年

６月30日)まで継続して勤務していること。　

対象勤務期間 平成20年７月25日～平成22年６月30日

権利行使期間 平成22年７月１日～平成25年６月30日　

権利行使価格  １株当たり　1,806円　

付与日における公正な評価単価  428円　

　

　　　　　３　当第２四半期連結会計期間におけるストック・オプションの条件変更

　　　　　　　平成19年６月28日開催の株主総会決議に基づき発行された提出会社の新株予約権は、平成20年６月18日

　　　　　　開催の取締役会決議に基づき、その取得及び消却が実行されておりますが、平成20年６月18日開催の株主

　　　　　　総会決議に基づき発行された新株予約権の一部として引き継がれていることから、実質的に条件変更（権

　　　　　　利行使価格を１株当たり4,040円から１株当たり1,563円に変更）がなされたものとみなして、会計処理を

　　　　　　行っております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,411.54円 １株当たり純資産額 1,388.52円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 47.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
47.51円

１株当たり四半期純利益金額 17.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
17.15円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りで

あります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 4,478 1,604

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,478 1,604

期中平均株式数（千株） 93,399 93,102

　   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（百万円） ― ―

普通株式増加数（千株）

（うち、新株予約権）

856

(856)

418

(418)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　　平成20年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議致しました。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,828百万円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月１日

　　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

株式会社森精機製作所

取締役会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　　要　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　髙郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小川　佳男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社森精機製作

所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社森精機製作所及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）

　　　　　　　が別途保管しております。  

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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